ニュウジ ノ チシセイ フセイミャク ト シンゾウ チャネルビョウ ノ カンレン ニ ツイテ by 加藤 浩一
Cardiac channelopathies associated with
infantile fatal ventricular arrhythmias : from
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Cardiac Channelopathies Associated with Infantile Fatal Ventricular Arrhythmias:











Cardiac Channelopathies Associated with Infantile Fatal Ventricular



































































P1486del、 N406K、 T290fsX53)は各々異なるが、 N1774DとT290fsX53の変異を新たに見出した。
変異漉伝子を培養細胞に発現させて機能解析を行うと、 T290fsX53以外の変異では大きな運延
性ナトリウム電流が肥録され、 QT延長を生じる原因と考えられた。 T290fsX53ではSCN5Aの発
現低下が生じ、ブルガダ型異常心電図の原因と考えられた。
本研究は、乳児の致死他心畠性不盤脈が心臓イオンチャネル遺伝子異常で起こる頻度が高い
ことを示すと共に、変異のあるチャネルを同定することにより、適切な治療方法を示唆できる
ことを明らかiこした。　　　　　　　　　　　　.
以上のことから、本輸文は、乳児の致死性不盤脈と心臓チャネル柄の関連について新しい知
見を与えたものであり、最終鮮魚として散文内容に関連した耗間を受け合格したので、博士(医
学)の学位碑文に億するものと秘められた。
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